
　
株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

は
、
３
月
16
日
開
催
の
定
時
株
主

総
会
お
よ
び
臨
時
取
締
役
会
、
監

査
役
会
で
次
の
よ
う
に
役
員
を
選

任
し
た
。

　
代
表
取
締
役
社
長
　
西
村
彦
四

郎　
専
務
取
締
役
　
西
村
信
一
（
Ｅ

Ｂ
Ｓ
事
業
本
部
長
）

　
常
務
取
締
役
　
大
西
雅
久
（
統

轄
本
部
長
兼
情
報
シ
ス
テ
ム
部

長
）、
菅
原
健
一
（
海
外
事
業
本

部
長
）、
吉
川
浩
喜
（
営
業
本
部

長
兼
東
京
支
社
長
）
昇
任
、
山
北

剛
（
生
産
本
部
長
）
昇
任

　
取
締
役
　
椋
木
正
（
生
産
本
部

副
本
部
長
）、
藤
野
英
樹
（
Ｅ
Ｂ

Ｓ
事
業
本
部
エ
デ
ュ
ー
ス
企
画
部

長
）、采
山
和
弘（
中
央
研
究
所
長
）

新
任
、
久
元
哲
夫
（
非
常
勤
、
新

日
本
造
形
専
務
取
締
役
）

　
監
査
役
　
西
村
規
一
郎
（
常

勤
）、
夏
住
要
一
郎
（
社
外
）、
渡

邊
明
久
（
社
外
）

　
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
３
月
30
日
開
催

の
第
20
期
定
時
株
主
総
会
及
び
同

日
開
催
の
取
締
役
会
並
び
に
監
査

役
等
委
員
会
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
役
員
を
選
任
し
た
。
な
お
、
同

社
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に

移
行
し
た
。

　【
取
締
役
】

　
代
表
取
締
役
社
長
　
伊
藤
秀

　
代
表
取
締
役
　
白
川
正
和

　
取
締
役
　
荒
木
敏
男
（
新
任
）、

横
山
和
彦
、
藤
﨑
文
男
（
新
任
）、

畑
野
且
次（
新
任
）、小
平
岳
志（
新

任
）、
田
中
早
苗
（
社
外
）、
升
田

晋
造
（
社
外
）

　【
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
】

　
取
締
役
（
常
勤
監
査
等
委
員
）

　
空
元
直
樹
（
新
任
）、
雜
村
吉

浩
（
新
任
）

　
社
外
取
締
役
（
監
査
等
委
員
）

　
村
松
昌
信
（
新
任
）、
神
山
敏

蔵
（
新
任
）、
藤
田
嗣
潔
（
新
任
）

　【
執
行
役
員
】

　
社
長
執
行
役
員
　
伊
藤
秀

　
専
務
執
行
役
員
　
白
川
和
夫

　
常
務
執
行
役
員
　
荒
木
敏
男

（
昇
任
）

　
上
席
執
行
役
員
　
横
山
和
彦
、

藤
﨑
文
男
、
畑
野
且
次
（
昇
任
）、

小
平
岳
志（
昇
任
）、デ
ニ
ス
・
バ
ー

レ
イ
、
Ｃ
．
Ｈ
．
タ
ン
、
和
田
好

夫
（
昇
任
）

　【
執
行
役
員
】

　
横
井
英
雄
、
北
條
純
一
、
小
城

真
志
保
、青
木
達
夫
、湖
雅
行
（
新

任
）、
宰
務
伸
也
（
新
任
）、
木
川

敏
幸
（
新
任
）

　
会
長
執
行
役
員
の
渡
辺
広
基
氏

は
退
任
し
て
相
談
役
に
、
取
締
役

の
木
村
勉
氏
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン

キ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
に

就
任
し
た
。
　

　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
は
、
３
月

30
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
並
び

に
取
締
役
会
で
次
の
様
に
役
員
人

事
を
決
め
た
。

　
代
表
取
締
役
会
長
　
数
原
英
一

郎　
代
表
取
締
役
社
長
　
数
原
滋
彦

（
新
規
事
業
担
当
兼
内
部
監
査
担

当
）

　
取
締
役
常
務
執
行
役
員
　
横

石
浩
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
統
括
）、

永
澤
宣
之
（
管
理
統
括
）、
切
田

和
久
（
技
術
統
括
・
全
社
品
質
担

当
兼
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
担
当
）

　
取
締
役
上
席
執
行
役
員
　
鈴
木

孝
雄
（
人
事
担
当
兼
シ
ス
テ
ム
担

当
）

　
取
締
役
　
青
山
藤
詞
郎
（
社

外
）、
矢
野
麻
子
（
社
外
）、
嶋
本

正
（
社
外
、
新
任
）

　
常
勤
監
査
役
　
深
井
明
、
村
上

恵
美
（
新
任
）

　
監
査
役
　
梶
川
融
（
社
外
）、

石
田
修
（
同
、
新
任
）

　
常
務
執
行
役
員
　
山
村
伸
夫

（
国
内
営
業
担
当
兼
商
品
開
発
部

長
）

　
上
席
執
行
役
員
　
長
谷
川
直
人

（
財
務
担
当
）

　
執
行
役
員
　
小
宮
基
裕
（
化

粧
品
事
業
室
長
）、
手
島
修
（
海

外
営
業
部
長
）、
髙
橋
智
廣
（
生

産
担
当
兼
全
社
生
産
技
術
担
当
）、

庄
子
揚
（
生
産
統
括
部
長
兼
上
海

地
区
担
当
）、
平
野
功
一
（
経
営

企
画
室
長
）、
荻
原
康
明
（
技
術

担
当
兼
知
的
財
産
担
当
兼
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
品
川
所
長
）、
蛇
川

寿
史
（
経
理
部
長
、
新
任
）、
市

川
秀
寿
（
研
究
開
発
フ
ェ
ロ
ー
、

新
任
）

　
副
会
長
　
数
原
徹
郎

　
日
本
ノ
ー
ト
株
式
会
社
は
、
３

月
29
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会

で
、
次
の
よ
う
に
役
員
を
選
任
し

た
。

　
代
表
取
締
役
社
長
　
角
坂
靖
夫

　
取
締
役
　
印
藤
健
二
、
足
立
伸

夫
、
堀
利
理
（
非
常
勤
）
新
任
、

小
峰
良
雄
（
非
常
勤
）、
タ
ン
・

ウ
イ
・
シ
ア
ン
（
非
常
勤
）

　
監
査
役
　
太
田
秀
一

　
取
締
役
の
新
宅
栄
治
氏
は
３
月

29
日
付
け
で
退
任
し
た
。

　
マ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
は
、
３
月

14
日
開
催
の
取
締
役
会
で
次
の
よ

う
に
人
事
の
異
動
を
発
表
し
た
。

　
取
締
役
の
異
動 

　
常
務
取
締
役
　
角
芳
尋
（
上
席

執
行
役
員
　
経
営
企
画
室
長
兼
Ｉ

Ｒ
広
報･

Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
、
内
部

監
査
、
人
事
、
シ
ス
テ
ム
統
括
担

当
）

　
執
行
役
員
の
異
動 

　
加
藤
浩
二
（
執
行
役
員
　
開
発

本
部
長
兼
住
環
Ｏ
Ｐ
設
計
部
長
）、

岩
本
尚
士
（
執
行
役
員
　
営
業
本

部
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
機
器
セ
グ

メ
ン
ト
担
当
兼
事
業
管
理
グ
ル
ー

プ
部
長
）、
吉
田
信
太
郎
（
執
行

役
員
　
生
産
本
部
　
生
産
技
術
室

長
兼
第
２
生
産
技
術
部
長
）

　
部
長
級
の
異
動 

　
与
那
覇
顕
英
（
人
事
部
長
代

理
）、
竹
崎
実
嗣
（
開
発
本
部
　

Ｉ
Ｐ
設
計
部
長
兼
第
１
設
計
グ

ル
ー
プ
部
長
）、小
和
瀬
雅
彦
（
開

発
本
部
　
住
環
Ｏ
Ｐ
設
計
部
第
４

設
計
グ
ル
ー
プ
部
長
）、
堀
越
尚

也
（
開
発
本
部
　
住
環
Ｏ
Ｐ
設

計
部
第
６
設
計
グ
ル
ー
プ
部
長
）、

久
富
慎
（
営
業
本
部
　
海
外
営
業

部
　
Ｉ
Ｐ
　
Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

部
長
）、
森
本
剛
行
（
営
業
本
部

　
海
外
営
業
部
　
部
長
代
理
、
Ｍ

Ａ
Ｘ
　
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
　
Ｂ
．Ｖ
．

社
長
）、
仲
泰
樹
（
営
業
本
部
　

機
工
品
営
業
部
長
）、
設
楽
重
之

（
生
産
本
部
　
生
産
本
部
室
　
管

理
部
長
）、
井
上
哲
（
生
産
本
部

　
生
産
本
部
室
第
１
調
達
部
長
代

理
）、
都
丸
高
道
（
生
産
本
部
　

第
１
設
備
部
長
代
理
）、
芳
澤
秀

明
（
生
産
本
部
　
第
２
設
備
部
長

代
理
）

　
プ
ラ
ス
株
式
会
社
は
、
３
月
16

日
に
開
催
し
た
取
締
役
会
で
、
次

の
よ
う
に
取
締
役
及
び
監
査
役
の

異
動
を
発
表
し
た
。

　
松
尾
智
久
（
取
締
役
兼
妙
高

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役

社
長
）、堀
利
理
（
取
締
役
ス
テ
ー

シ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
）、
新
宅
栄

治
（
常
勤
監
査
役
）。

　
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
株
式
会
社

は
、
３
月
29
日
開
催
の
定
時
株
主

総
会
な
ら
び
に
取
締
役
会
で
、
次

の
よ
う
に
役
員
を
選
任
し
た
。

　
代
表
取
締
役
社
長
　
町
克
也

　
取
締
役
会
長
　
比
佐
泰

　
専
務
取
締
役
　
耒
谷
元
（
経
営

企
画
本
部
長
）

　
常
務
取
締
役
　
中
田
尚
邦

　
取
締
役
　
米
澤
章
正
（
製
品
開

発
本
部
長
）、
佐
山
嘉
一

　
社
外
取
締
役
　
中
澤
俊
勝
（
常

勤
監
査
等
委
員
）
新
任
、
榊
正
壽

（
監
査
等
委
員
）、
熊
王
斉
子
（
監

査
等
委
員
）

　
執
行
役
員  

白
崎
浩
二
（
ロ

ボ
ッ
ト
機
器
事
業
部
長
）、
村
上

浩
司
（
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
事
業
本
部

副
事
業
部
長
）、
木
村
孝
（
経
営

企
画
本
部
本
社
管
理
部
長
）、
今

村
博
、
田
村
光
（
製
品
開
発
本
部

開
発
部
長
）、
岡
本
英
士
（
製
品

開
発
本
部
広
島
工
場
長
）
新
任
、

松
岡
雅
博
（
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
事
業

部
製
造
部
長
）
新
任

　
北
越
紙
販
売
株
式
会
社
は
、
３

月
25
日
に
開
催
し
た
取
締
役
会
に

お
い
て
、
鈴
木
祥
司
氏
を
代
表
取

締
役
社
長
に
選
任
し
た
。
代
表
取

締
役
社
長
の
坂
本
正
紀
氏
は
取
締

役
と
し
て
引
き
続
き
業
務
を
執
行

す
る
。

　
役
員
体
制
及
び
業
務
執
行
体
制

　
役
員
体
制

　
代
表
取
締
役
社
長
　
鈴
木
祥
司

　
取
締
役
　
坂
本
正
紀
、
杵
村
裕

之
、
立
花
滋
春
（
非
常
勤
、
北
越

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
常
務
取
締

役
）

　
監
査
役
　
中
瀬
一
夫（
非
常
勤
、

北
越
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
外
取

締
役
）

　
業
務
執
行
体
制

　
社
長
執
行
役
員
　
鈴
木
祥
司

（
全
店
営
業
統
括
）

　
常
務
執
行
役
員
　
杵
村
裕
之

（
大
阪
支
店
長
）、
橋
本
仁
孝
（
業

務
本
部
長
兼
管
理
本
部
担
当
）、

田
村
隆
生
（
出
版
本
部
担
当
兼
卸

商
本
部
担
当
兼
印
刷
直
需
本
部
担

当
兼
機
能
材
本
部
担
当
）

　
執
行
役
員
　
野
本
達
哉
（
名
古

屋
支
店
長
）、
黒
田
竜
一
（
卸
商

本
部
長
）

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英
邦

社
長
、
大
阪
市
）
と
、
コ
ク
ヨ
グ

ル
ー
プ
の
株
式
会
社
カ
ウ
ネ
ッ
ト

（
高
橋
健
一
郎
社
長
、東
京
都
）は
、

経
済
産
業
省
と
日
本
健
康
会
議
が

共
同
で
選
出
す
る
「
健
康
経
営
優

良
法
人
２
０
２
２
（
ホ
ワ
イ
ト

５
０
０
）」
に
４
年
連
続
５
度
目
、

コ
ク
ヨ
グ
ル
ー
プ
の
コ
ク
ヨ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
山
岸
喬

社
長
、
東
京
都
）
が
「
健
康
経
営

優
良
法
人
２
０
２
２
（
大
規
模
法

人
部
門
）」
に
３
年
連
続
で
認
定

さ
れ
た
。

　
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度

と
は
、
地
域
の
健
康
課
題
に
即
し

た
取
組
や
日
本
健
康
会
議
が
進
め

る
健
康
増
進
の
取
組
を
も
と
に
、

特
に
優
良
な
健
康
経
営
を
実
践
し

て
い
る
大
企
業
や
中
小
企
業
等
の

法
人
を
顕
彰
す
る
制
度
で
、
同
社

は
規
模
の
大
き
い
企
業
や
医
療
法

人
等
を
対
象
と
し
た
「
大
規
模
法

人
部
門
」に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
。

　
日
本
健
康
会
議
は
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
す
る
日
本
に
お

い
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

寿
命
延
伸
と
適
正
な
医
療
に
つ
い

　
ナ
カ
バ
ヤ
シ
株
式
会
社
（
湯
本

秀
昭
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
４
月

１
日
に
、
東
京
・
大
阪
・
島
根
の

３
会
場
で
、
ナ
カ
バ
ヤ
シ
グ
ル
ー

プ
合
同
の
入
社
式
を
開
催
し
た
。

　
東
京
会
場
は
20
人
、
大
阪
会
場

て
、
民
間
組
織
が
連
携
し
行
政
の

全
面
的
な
支
援
の
も
と
実
効
的
な

活
動
を
行
う
た
め
に
組
織
さ
れ
た

活
動
体
。
経
済
団
体
、医
療
団
体
、

保
険
者
な
ど
の
民
間
組
織
や
自
治

体
が
連
携
し
、
職
場
、
地
域
で
具

体
的
な
対
応
策
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

は
７
人
、
島
根
会
場
は
７
人
、
合

計
34
人
の
新
入
社
員
を
迎
え
、
中

継
シ
ス
テ
ム
を
使
い
３
拠
点
合
同

で
行
っ
た
。

　
東
京
会
場
で
湯
本
社
長
は
、「
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
溢

れ
た
皆
さ
ん
を
ナ
カ
バ
ヤ
シ
グ

ル
ー
プ
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で

き
嬉
し
く
思
う
。
様
々
な
課
題
を

解
決
す
る
考
え
方
と
し
て
、
企
業

の
経
営
者
が
注
目
す
る
『
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
』
は
、
肉
体
的
な
健

康
に
と
ど
ま
ら
ず
心
の
健
康
、
満

足
感
、
幸
福
感
、
物
質
的
な
裕
福

だ
け
で
は
な
い
質
的
裕
福
観
を
表

す
。
こ
の
流
れ
を
受
け
、
昨
年
当

社
は
『
生
命
関
連
産
業
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
』
に
な
る

と
い
う
コ
ア
コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定

し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と

に
、我
々
は
価
値
あ
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
、
持
続
可
能

で
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す

る
。
ナ
カ
バ
ヤ
シ
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
柔
軟
な
発

想
と
若
い
力
を
十
分
に
発
揮
し
て

ほ
し
い
。
私
が
大
切
に
し
て
い
る

言
葉
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
苦

悩
を
突
き
抜
け
て
、
歓
喜
に
い
た

れ
』
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

は
社
会
人
と
し
て
、
仕
事
や
私
生

活
で
も
様
々
な
苦
難
や
問
題
に
直

面
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
し

か
し
、夢
や
希
望
・
目
的
に
向
か
っ

て
前
向
き
に
真
剣
に
笑
顔
で
明
る

く
日
々
努
力
を
続
け
れ
ば
、
ど
ん

な
困
難
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
。

乗
り
越
え
た
先
の
大
き
な
喜
び
を

手
に
し
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
た
。

　
エ
コ
ー
ル
流
通
グ
ル
ー
プ
株
式

会
社
（
一
ノ
瀬
巌
社
長
、東
京
都
）

は
、
４
月
１
日
、
東
京
・
浅
草
橋

の
東
京
文
具
販
売
健
保
会
館
４
階

集
会
室
で
、
新
入
社
員
17
人
を
迎

え
て
、
エ
コ
ー
ル
流
通
グ
ル
ー
プ

合
同
入
社
式
を
開
催
し
た
。

　
合
同
入
社
式
は
、
一
ノ
瀬
社
長

の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
各
社
社

長
に
よ
る
辞
令
交
付
、
役
員
紹
介

の
後
、
長
谷
川
豊
会
長
、
政
木
藤

二
郎
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
訓
示
を
行

い
、
新
入
社
員
を
代
表
し
て
東
京

エ
コ
ー
ル
・
原
田
果
菜
さ
ん
が
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
、
同
社
荻
原
甲

一
専
務
の
閉
会
の
辞
で
入
社
式
を

終
了
。
記
念
撮
影
の
後
、
文
具
資

料
館
の
見
学
を
行
っ
た
。

　
午
後
か
ら
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
文
具
王
・
高
畑

正
幸
氏
が
「
文
具
の
魅
力
と
卸
売

業
へ
の
期
待
」と
題
し
た
講
義
や
、

日
東
商
会
が
名
入
れ
実
践
の
体
験

学
習
を
行
っ
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
株
式

会
社
（
寺
西
廣
記
社
長
、東
京
都
）

は
、
昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
文
具
の
サ
ブ
ス
ク
」
が
好
評
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
顔
と
な
る
ロ
ゴ
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
や
仕
様
の
変
更
を
行

い
、サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
は
か
る
。

　
新
た
に
作
成
し
た
サ
ー
ビ
ス
ロ

ゴ
は
、
文
具
が
普
段
の
生
活
を
よ

り
楽
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
楽
し
い
ロ
ゴ
デ
ザ
イ

ン
。
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
色
々
な
文
具

を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
イ
ラ
ス
ト
の

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
、
タ
ブ
の
部
分

を
引
っ
張
る
だ
け
で
簡
単
に
開
封

で
き
る
安
全
・
安
心
な
仕
様
に
変

更
し
た
。

　
同
社
が
提
供
す
る
「
文
具
の
サ

ブ
ス
ク
」
は
、
様
々
な
種
類
の
文

房
具
を
ボ
ッ
ク
ス
に
詰
め
て
、
毎

月
自
宅
ま
で
届
け
て
く
れ
る
サ
ブ

ス
ク
サ
ー
ビ
ス
。
価
格
は
３
５
０

０
円
（
送
料
、
税
込
）。

　
株
式
会
社
ラ
イ
オ
ン
事
務
器

（
髙
橋
俊
泰
社
長
、
東
京
都
）
は
、

「
ナ
ビ
リ
オ
ン
」
の
最
新
刊
カ
タ

ロ
グ
を
４
月
１
日
に
発
刊
し
た
。

　
カ
タ
ロ
グ
の
巻
頭
で
は
、医
療
・

福
祉
の
現
場
で
活
躍
す
る
衛
生
・

介
護
用
品
を
特
集
。
介
護
食
・
口

腔
ケ
ア
商
品
、
入
浴
用
品
か
ら
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ッ
ズ
ま
で
、

各
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
お
す
す
め
商
品

を
厳
選
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
定
番
掲
載
品
「
メ
ー

カ
ー
直
送
オ
フ
ィ
ス
フ
ァ
ニ
チ
ュ

ア
」
に
新
商
品
を
追
加
し
、
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
充
実
し
た
。
サ
ッ
と

動
か
し
て
様
々
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を

つ
く
り
や
す
く
、
多
彩
な
天
板
形

状
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
「
エ
ラ

ン
サ  

キ
ャ
ス
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
」

な
ど
、
オ
フ
ィ
ス
の
利
便
性
を
高

め
る
ア
イ
テ
ム
を
新
た
に
取
り
扱

う
。

　
な
お
、
配
送
料
無
料
基
準
は
、

従
来
の
「
１
５
０
０
円
（
税
抜
）

以
上
」
を
、「
１
回
の
注
文
合
計

金
額
８
０
０
円(

税
抜)

以
上
は

無
料
」
に
改
定
。
さ
ら
に
、
返
品

可
能
な
商
品
の
返
品
に
つ
い
て
は

「
納
品
書
記
載
の
納
品
日
含
め
14

日
以
内
の
依
頼
の
場
合
は
手
数
料

無
料
」
と
し
、
よ
り
便
利
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
ナ
ビ
リ
オ
ン
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
、
新
規
申
し
込
み
は
、
ナ

ビ
リ
オ
ン
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
０
１
２
０

（
４
２
２
）
０
０
３
へ
。

　
印
刷
・
製
本
や
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ダ
ン
ク
セ

キ
株
式
会
社
（
関
武
士
社
長
、
長

野
市
）
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
か
ら
１
冊

か
ら
簡
単
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ー
ト

を
作
成
で
き
る
「
か
ん
た
ん
マ
イ

ノ
ー
ト
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
で
専
用
の
編
集
画
面
か
ら

好
き
な
写
真
や
画
像
、
文
字
を
挿

入
し
、
自
分
好
み
の
ノ
ー
ト
を
１

冊
か
ら
作
成
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー

ビ
ス
。
表
紙
は
フ
ル
カ
ラ
ー
で

ノ
ー
ト
の
本
文
は
、「
方
眼
」、「
罫

線
」、「
ド
ッ
ト
」、「
白
紙
」
の
４

種
を
用
意
。
製
本
は
本
格
的
な
糸

か
が
り
綴
じ
。

　
ノ
ー
ト
サ
イ
ズ
は
Ｂ
５
と
Ａ
５

の
２
種
で
、
ペ
ー
ジ
数
は
64
頁
と

32
頁
。価
格
は
１
冊
４
９
０
円（
Ａ

５
・
32
頁
）
か
ら
の
数
量
割
引

制
。
送
料
は
別
途
必
要
（
代
引
き

発
送
）。
納
期
は
注
文
後
５
営
業

日
発
送
。

　
自
分
だ
け
の
１
冊
や
、
部
活
や

サ
ー
ク
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ー

ト
、
イ
ベ
ン
ト
や
企
業
の
ノ
ベ
ル

テ
ィ
に
も
最
適
。

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
記
念
し
て
４

月
１
日
～
８
月
31
日
ま
で
「
１

冊
お
試
し
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｈ

Ｐ
は
次
の
通
り
。 h

ttps://

k
an

tan
m

y
n

ote.com
/

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通
セ

ン
タ
ー
（
堀
隆
理
事
長
）
は
、
４

月
26
日
午
後
３
時
か
ら
、
組
合
会

館
２
階
ホ
ー
ル
で
、
改
正
個
人
情

報
保
護
法
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。

　
当
日
は
、
東
京
海
上
日
動
火
災

保
険
株
式
会
社
の
大
田
晋
太
郎
氏

が
「
企
業
に
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、

①
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
現
状
と
リ
ス

ク
②
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
保
険
と
は

③
白
ナ
ン
バ
ー
事
業
者
の
酒
気
帯

び
確
認
の
義
務
化
に
つ
い
て
…
を

話
す
。

　
株
式
会
社
ロ
フ
ト
（
安
藤
公
基

社
長
）
は
、「
ア
リ
オ
深
谷
（
埼

玉
県
深
谷
市
）
の
２
階
に
、
埼
玉

県
内
11
店
舗
目
と
な
る
「
深
谷
ロ

フ
ト
」
を
６
月
24
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
。

　「
ア
リ
オ
深
谷
」
は
、
２
０
１

０
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
域

密
着
型
の
商
業
施
設
で
、「
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
深
谷
店
」
を
核
店
舗

に
、
約
80
店
舗
の
専
門
店
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
３
階
に
は
深
谷
市

の
上
柴
地
区
複
合
施
設
「
キ
ラ
ラ

上
柴
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

が
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

カ
タ
ロ
グ
巻
頭
で
衛
生
・
介
護
用

品
を
特
集

サ
ー
ビ
ス
の
新
ロ
ゴ

入
社
式
で
の
記
念
撮
影

東
京
会
場
で
の
記
念
撮
影

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

パ
イ
ロ
ッ
ト
Ｃ

三
菱
鉛
筆

日
本
ノ
ー
ト

マ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ス

セ
ー
ラ
ー
万
年
筆

鈴
木
祥
司
氏
が

社
長
に
就
任

○
…
北
越
紙
販
売

オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ
ー
ト

１
冊
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

で
受
注
サ
ー
ビ
ス

〇
…
ダ
ン
ク
セ
キ

改
正
個
人
情
報

保
護
法
セ
ミ
ナ
ー

紙
文
具
流
通
セ
ン
タ
ー

ア
リ
オ
深
谷
に

ロ
フ
ト
の
新
店

６
月
24
日
オ
ー
プ
ン

ナ
ビ
リ
オ
ン
最
新

カ
タ
ロ
グ
発
刊

ラ
イ
オ
ン
事
務
器

文
具
の
サ
ブ
ス
ク

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

ネ
ク
ス
ト
ス
イ
ッ
チ

健
康
優
良
法
人
に
認
定

コ
ク
ヨ
、カ
ウ
ネ
ッ
ト
、コ
ク
ヨ
Ｍ

３
拠
点
で
中
継

し
て
合
同
入
社
式

ナ
カ
バ
ヤ
シ
グ
ル
ー
プ

新
入
社
員
を
迎
え

合
同
入
社
式
開
催

エ
コ
ー
ル
流
通
Ｇ


